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小来川地区内公共施設適正化検討専門部会会議録 

議事内容 

■配布資料 

第五回小来川地区内公共施設適正化検討専門部会  資料 1 （提言（案）） 

■議事録 

１．１．１．１．開会開会開会開会        

    

２．２．２．２．部会長挨拶部会長挨拶部会長挨拶部会長挨拶    

「皆さんこんばんは、お仕事の後でお疲れの所かと思いますが、よろしくお願いたします。この専

門部会なのですが、日光市では初めての取り組みということで、この後、日光総合会館の検討部会

も 6 月頃から始まっているんですが、小来川が先に進めているという事で、2 月の半ばごろから年

度を挟んで、更に平成から令和と言うところを経て、2 月、3 月、4 月、5 月という事で 4 回やって

いただきました。部会員の皆様には大変ありがとうございます。また、2 回 3 回目ではグループワ

ークという事で、小来川の良さとか、あるいはこれから小来川がどうあるべきかと言うような、な

かなか普段では話の出来ない、有意義な話が出来たのではないかと思います。皆さまに感謝申し上

げたいと思います。本日は、最後の部会になります。提言に向けた資料も出来ているようですので、

これにつきまして、中身について事務局がまとめたものですが、皆さまに検討いただいて、提言に

向けて進めていきたいと思っております。」 

 

３．議事３．議事３．議事３．議事    

○○○○部会長部会長部会長部会長    

「それでは、これより会議次第に基づき議事に入ります。それでは、（１）小来川地区内公共施設

の適正化に向けた提言（案）について事務局より説明願います。」 

（１）小来川地区内公共施設の再配置の考え方の整理について 

事務局事務局事務局事務局より、資料１より、資料１より、資料１より、資料１を用いてを用いてを用いてを用いて説明。説明。説明。説明。    

  「資料の説明に入る前に、今後の流れも含め、簡単にご説明いたします。 

これまでの４回の会議の中で出されたご意見や施設適正化の考え方などを提言書にまとめ、佐藤

部会長から市長に直接手渡していただくことを予定しています。その後、提出された提言書を基

に、小来川地区の公共施設の在り方について、市の関係課等により検討を進めていきたいと考え

ております。 

本日の会議は、その提言書について、ご議論をいただきたいと存じます。 

それでは、資料の説明をさせていただきます。 

資料１をご覧ください。 

１枚開いていただきますと、左側に目次としてありますとおり、グループワークで出された意見

を受けて、考え方を整理し、小来川地区内公共施設適正化に向けた提言を総括的に行う形で整理

いたしました。 

それでは、順を追って、概要を説明いたします。 

まず、２回実施しましたグループワークの中で出されたご意見を１ページから３ページまでに整

理しました。 

１ページですが、１回目のグループワークは、「１０年後、２０年後の小来川地区をもっと良く
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するためにはどうすればよいか」というソフト面からアプローチし、小来川地区の強みと弱みを

理解した上で、小来川地区をもっと良くするための方策を検討いたしました。そのご意見を「働

く場の確保」「施設、環境整備」、２ページになりますが、「小来川地区の魅力の発信」の３点

に集約し、記載しております。 

また、２回目のグループワークでは、「将来の小来川のまちに向けた公共施設の在り方」という

ハード面の視点から検討し、そのご意見を「施設の集約、人が集える、交流できる施設」、さら

に「地区外から人を呼び込むための施設としての有効活用」という２点に集約いたしました。 

４ページをお開きください。 

そして、前回の会議の際に、２回のグループワークの中から見えてきた施設の方向性として、ま

ずは、公共施設の機能を集約化するということ、さらには、ハード面で困難なことをソフト面で

対応することも可能であることを確認いたしました。 

これらを踏まえ、５ページからのように提言をまとめました。 

まず、前段として、小来川地区内の公共施設の適正化に当たっては、地区内住民に必要な機能面

を中心に再編を検討するとともに、地区外との交流の拠点として活用転換を図ることを念頭に、

既存施設の柔軟な利活用を検討してほしい旨、記載した上で、「（１）公共施設再編の考え方」

と６ページの「（２）交流や地区活性化のための公共施設活用」という２点で提言を整理しまし

た。 

ポイントを絞って、少し具体的に説明いたしますと、一つ目の公共施設再編の考え方につきまし

ては、現在、地区内で、用途ごとに分散している施設を可能な範囲で集約する上で、①小来川小

中学校を交流拠点の核とすること 

②学校への機能集約については、用途上の規制や物理的な許容範囲を整理しながら検討すること 

③学校機能を存続する前提で機能の集約化を考えていることから、物理的に集約が難しい機能に

ついては、学校以外の施設などへの集約の可能性について検討すること 

④学校への機能集約に当たっては、学校機能を第一に考え、子どもたちの安全という点に配慮し

つつ、小来川地区の最大の強みである人と人のつながりの深さを活かした世代間交流の拠点施設

として学校を位置付けることについて、検討に当たっての参考としてほしい 

⑤その際、給食室、図書室、体育館などは様々な世代の人が共用できる可能性があるため、その

仕組み等も構築してほしいという、５点にまとめました。 

さらに、６ページになりますが、２つ目として、交流や地区活性化のための公共施設活用という

ことについては、小来川地区の賑わい、活性のためには、地区外との交流の場を作ることが重要

であるということを前提として、 

①ふれあいの郷を交流活動の拠点として活用すること 

②施設の集約化によって利用しなくなった行政財産を民間が活用することで地区内の経済活動

を活性化させることも想定されることから、有効な活用方法を検討すること 

③地区外との交流という視点で道の駅など新たな施設整備についての意見も数多くあったが、費

用面で実現が困難なものもあるので、発想の転換等により既存施設を最大限活用してほしい 

と、整理した上で、最後に、④専門部会の意見を踏まえ、小来川地区が活性化するために、公共

施設の集約、有効活用について、さらなる検討を進めてほしいと、総括いたしました。 

なお、７ページにこれまでの検討経過、８ページには専門部会の名簿を添付してございます。 

繰り返しになりますが、初めにもお話しいたしましたとおり、今回、提言書としてとりまとめ、

佐藤部会長から市長に直接手渡していただくことを予定しています。その後、提出された提言書

を基に、小来川地区の公共施設の在り方について、市の関係課等により検討を進めていきたいと

考えております。 

この点を踏まえ、皆さまからご意見等いただきたいと思います。」 

○○○○部会長部会長部会長部会長    

「今事務局より、説明がありました。これからなんですが、まずただいまの事務局の説明に対して

のご質問がございましたらお願いいたします。そして、その後に皆様からの提言内容についての

ご意見をいただくという形にしたいと思いますので、まずはですね、内容についてご質問、ある

いは少しみんなの意見とは違うのではないかというものがあれば出していただきたいと思いま

す。 

全てやるとかなりボリュームありますので、メインは 5 ページ 6 ページの部分になりますので、
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この部分をお目通しいただいてと思います。 

どうでしょうか、特に大きな違いみたいな所はないでしょうかね。また後からでも気づいたとこ

ろがあれば言っていただいて。 

それでは、次に進みたいと思います。今度は皆様のご意見と言うことで事務局のまとめた提言に

対してですね、方向性とかがおかしいところはないか、あるいはもう少しこう言う文言を入れる

べきではないかというものがありましたらお願いしたいと思います。過去 4 回開催してきた訳で

すけれども、グループワークもございまして、意見も交換して参りました。また過去の会議を振

り返りますと、グループワークで考えたことが、ここはそれを提言と言う形で落とし込んでいっ

た訳です。考え方に齟齬がないというところで、皆さんからのご意見を求めます。どうでしょう

か。あるいはこの提言を出してからの事でも結構ですけれども、その辺も踏まえて、これから市

の方でこれを持ち帰って、市長に提出してから、市の方で具体的な施設の検討に入ると言う風に

なると思うので、それに向けた意見でも結構ですし、この提言について、もう少しこういう文言

を入れたいとか、ここはおかしいと言うようなことがありましたら、お願いしたいと思います。」 

 

〇部会員１〇部会員１〇部会員１〇部会員１    

「提言する前に、学校施設の複合化で成功例があると言うことを聞いた部分がありますので、これは、一

度見学と言うか、そういった事例のアドバイス的なものをもらってからでも、提言は遅くないのかなと思

っているところですが、いかがでしょうか」 

 

  ○部会長○部会長○部会長○部会長    

   「提言を出す前にそういった成功例を見た方が良いのではないかと言うご意見ですがどうでしょ

うか。」 

 

  ○○○○事務局事務局事務局事務局    

「視察をと言うお話しをいただいたところですが、申し訳ございません、そこまではうちの方も

想定していなかったものですから。具体的に県内という所はあまりなかったと思いますし、今日

ちょっと具体的な調べはしてこなかったのですが、視察等というところまでは考えていなかった

ものですから、出来ればこの中でご検討いただけると有難いと思っているところです。」 

   

  〇〇〇〇部会部会部会部会長長長長    

「事例の話は前回会議の中で出ていた話で、具体的にどこと言うのは示されなかったと言うよう

な記憶があるのですが、それを示していただいた方がやはり良いという事ですよね。」 

 

〇西尾アドバイザー〇西尾アドバイザー〇西尾アドバイザー〇西尾アドバイザー    

「私も県内の事例は思い当たるものがないのですが、県外でも良いと言うことであれば、ご紹介す

ることはできます。例えば埼玉県内であれば、非常に有名な事例は、志木市の志木小学校の一部

建替えのタイミングで公民館と図書館を入れて、その図書館、公民館の運営を市民の方が関わり

ながらやっていると言う非常にうまく行っていると言われている成功事例もありますので、そう

いったものを紹介することは出来るかなと思いますけれども、視察で皆さんで行くとなると結構

大変かなと思いますので、その辺検討してみて。」 

 

○事務局○事務局○事務局○事務局    

「今のお話をお伺いしまして、少し提案なのですが、提言書の中に、そういった成功事例も踏ま

えた上で、逆に言うと、成功事例も失敗事例もと入れた方が良いのかもしれないですけれど

も、そういった事例を踏まえた上で、施設集約について、より具体的な検討を今後市がしてい

く形になりますので、具体的な検討をして欲しい旨を記載していただくと言うのはいかがでし

ょうか。」 

 

〇部会長〇部会長〇部会長〇部会長    

「いかがでしょうか。 

・・・・部会員１了承 

では、そういったものを盛り込むと言うことで、お願いしたいと思います。」 
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〇部会員２〇部会員２〇部会員２〇部会員２    

「前回欠席してしまったので、これまでの３回までの色々検討したことについては、この提言書

のなかに、全部盛り込まれているかと思いますので、私はこれで良いと思うのですが、後は実

際にこの提言書を市の方でどこまで受け入れてくれるかの話なので、そこら辺の所で、後はど

れだけ小来川全体として市の方にプレッシャーをかけられるかと、そういう風な話だと思うん

ですよ。提言はしたけれども、ほとんど無視されたと言う話も多分出てくるのではないかと思

いますので。この提言の全部で９項目ですかね、どこまでを受けてもらえるか、部会長の後ろ

にこれだけの小来川の住民が居るんだよと言うのをつけていかないと、なかなか市の方でもそ

うですかという訳にはいかないと思うので。提言をまとめた以上はそういったバックアップも

含めて色々これからやっていくべきことはあるのではないかと思います。」 

 

○事務局○事務局○事務局○事務局    

「色々ご意見いただきましたが、市といたしましては、少なくとも一つ言えるのは、小来川の地

区センター・公民館の状況がこのままで果たして良いのかと言うところを考えますと、そこは

喫緊の課題の一つだと言う捉え方をしているところでございます。そういった意味では今回皆

さま方から頂いた意見というものをベースといたしまして、総括の全体的な論調としまして

は、学校に機能集約という事と、地区外として、ふれあいの郷を交流の拠点にしましょうと言

うところの大きな２点にまとめてございますが、その背景には地区センター・公民館を今後ど

うしていきましょうというところが必ずついて回る話だと思っておりますので、皆さまのご意

見をベースに様々な点で検討させていただきたいと思っているところでございます。」 

 

○部会長○部会長○部会長○部会長    

「私の方からも一つお願いしたいのですが、これだけ地域で話をしてもらっている訳ですので、

市の実行の計画が出来た時点で、やはり地元説明というようなものを是非、関心が高いことで

すので、やっていただきたい。これは提言書に入れるべきかどうかわからないのですが、そう

いったことは可能ですかね。」 

 

〇事務局〇事務局〇事務局〇事務局    

「そちらにつきましては、今回皆さまから多くの意見をいただいたところですので、市として方

向性が一つに決まって、こういう形でいかがでしょうと言う事につきましては、地元の方にご

説明、説明会と言う形でフリーで来ていただく形なのか、代表者の方に来て頂く形なのかと言

うやり方は少し考えなければならないと思いますけれども、何らかの形で説明する機会、お話

しする機会と言うのは設けたいとは考えているところです。」 

 

○部会員３○部会員３○部会員３○部会員３    

「一つ、一番最初の一回目の会議の時に、予算関係のこともあると思うのでと質問して、予算関

係なしで、色々お話ししてくださいと言うことが最初にあったと思うのですが、６枚目の（２）

の３にこれらのものは費用面において実現が困難なものも多いと思われると言うことがあり

ますので、多分予算等が出たのかなと思っているのですが、実際どれ位の予算が出るのかな

と、そこからの方が話が早いのかなと思うのですが、いかがでしょうか。」 

 

○事務局○事務局○事務局○事務局    

「具体的な予算と言うのが出ているという事ではなく、これらの施設整備するのには億、数十億

と言うレベルで、必要なものも、ものよっては出てくるのかなと。市が直接お金を持ち出して

やるのは正直難しいと言う風には思っておりますが、今後の市の検討のなかで、どういう検討

が具体的に進んで行くかというところにも因りますけれども、例えば、民間の方がご協力いた

だける、資金面でもご協力いただけるということであれば、こういった機能の中の何かしか実

現が可能になってくるものもあり得るのかなというところもございますので、現時点で、市と

して予算がどうだという事で困難と言うことではなくて、現状として市で新たな施設を整備す

るのに、億、数十億単位のものの金額を出すというのは正直難しいというところで書いたとい

うところです。具体的な金額が出ているとかと言うことではございません。」 
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〇部会員４〇部会員４〇部会員４〇部会員４    

「私は正直、小来川と言うこんな小さな場所を取り上げてくれたことに感謝をしたいと思いま

す。小来川から出て行く人の方が凄く多くて、きっとすぐ皆いなくなってしまうのだろうと正

直思っていました。こういう機会をいただいて、自分達が頑張らなくてはいけないんだと凄く

思います。市の方にばかり頼るのではなくて、何か出来ることがないのかと言う風に少し考え

なくてはいけないのではないかと。小来川の住民が力を合わせて、今から出て行く人の話も色

んなところから聞いたりして、少しでも小来川が長く続いていけるように日光市の方に協力し

てもらいたいなと思います。 

小来川のなかでも何かしらアクションを起こしていかないと、せっかくこの機会をもらったの

に、頼ってばかりではいけないと私は思いました。 

小来川のみらいをテラス会の方でうちの母も何か出来ることはないかとずっと考えているよ

うなんですけど、テラス会の中だけではなく色んな人がもう少し外から入って来れるような何

かしからのものをつくらなくてはいけないのではないかと思いました。」 

 

○部会長○部会長○部会長○部会長    

「ご意見と言うことでよろしいですかね。そういう小来川の盛り上がりもあると言うことで、小

来川を選んでくれたと言うようなことも先程事務局の方からもお聞きしまして、日光で初めて

こういう形での検討を行ったということでもありますので。その他どうでしょうか。」 

 

〇〇〇〇部会員部会員部会員部会員５５５５    

「私も今のお話しと同意見なんですけど。私達世代の人達がそういう意見を持っていますから。

小来川を出て行ってしまうとか、出ようとする前にこういう会議が開かれていると言うことも知

らない、自分達は自分達の生活ではないですけれども、なかなか考えてくださらない方もいらっ

しゃるので、私もそこを少し強くおして、意見とさせていただきたいと思います。」 

 

○○○○部会員６部会員６部会員６部会員６    

「３回目、4 回目と欠席してしまいまして、大変申し訳ございません。１、２回目に続き、最後

の会議になってしまって、内容が少し飛んでしまってわからないところもあるのですが、結局

小中学校に集約して、その他に、林業研修センターやふれあいの郷は民営化か何かと言う形で

やっていくと言うことでとりまとまったのかなと言う感じを受けております。それで、今後は

具体的な説明会などが、先程あると聞いたのですが、その時に小来川の人達からそれではだめ

だとかもっとこうして欲しい、こうやった方が良いのではないかと言う再度意見が出てしまっ

た場合は対応していただけるのかと言うところをお伺いしたい。」 

 

〇事務局〇事務局〇事務局〇事務局    

「これからどういう方向になるのかと言う検討になるので、あくまでも想定という事での回答に

なってしましますけど、もちろん、市として一つの方向性にしたからそれから変えられないと

言うことではないですし、変えられないと言うことでは、説明会の意味がないので、基本的に

はこういう考え方でやりたいと思いますと言うご説明をさせていただいて、ものによっては、

変えられるもの、変えられないものは当然出てくるかと思います。例えば莫大なお金がかかる

ようなものをお願いされても、なかなか難しいという所はあるでしょうし、可能な範囲でその

説明会で出たご意見と言うのは、変えることは可能だと言う風には考えているところです。」 

 

〇部会員６〇部会員６〇部会員６〇部会員６    

「ありがとうございます。少し安心しました。提言書の６ページの方ですが、私達小来川のみら

いをテラス会の代表で来ている訳ですが、私達は小来川の人達のソフト面、これを最大限に鍛

えると言ったら何ですが、もっと強力、自分達が主体となって、日光市、小来川地区を作って

いくんだよと言うところを、皆、意識を高めるために一生懸命活動しておるところでございま

す。そういった活動の方も、活動が出来るようなと言うような意見も入っておりますので、是

非、地元にいる人達の活用がしやすいような条件で、良い言葉が見つからないんですけれど

も、自由に使えると言ったら何なんですが、気軽に盛り上がって、こういった残る施設を活用

出来て、皆で仲良く公共施設を活用できるような形にしていただきたいという事を一つ思いま
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したので、どうぞよろしくお願いいたします。」 

 

〇部会員７〇部会員７〇部会員７〇部会員７    

「提言書の方はだいたい皆さんが出された意見が網羅されているとは思っているので、今まで議

論された内容がちゃんと網羅されていると思いました。ニュースレターも皆さん回覧とかで読

んでくださっているとは思うんですが、地域の皆さんでも、色んな意見が出ると思うので、そ

ういった意見もひろっていただければと思います。」 

   

   ○部会○部会○部会○部会員８員８員８員８    

   「質問なのですが。小中学校拠点にして、ふれあいの郷を拠点にしてという風な考えをしている

と思うのですが、その近くの場所の田畑とか色んなものがあると思うのですが、ああ言う場所

って、色々な縛りがありますよね。農振地域とか、地域の人がこういうことをやりたいと言っ

た時に市の方の縛りとは異なるところはあると思うのですが、市の方で、そういった所を補佐

して、素早く許可が出るとか、うまくやってもらえることが出来るのかなと。公共施設にして

も、何かを整備するとなった時に、そういった縛りがあってできないこともある訳ですよね。

今は出てないけど、先程話があったような新たな提案、意見があった場合には、この区画は色

んな規制があるけれども、市の方で協力してくれて、うまくそういった縛りを外してもらっ

て、地域の人の意見が通るようなことが出来るような。何かやるのに、規制を簡単に外しても

らえるようなことが出来ないのか。」 

   

  ○○○○事務局事務局事務局事務局    

   「明確な答えが言えるかどうか、微妙なところなのですが。仰ってる意味は非常に良くわかりま

す。例えば学校に機能を集約しました。その周辺にこういった施設が欲しいよねと言った時に

法規制ですとか、そういった規制の解除というものを速やかに出来て、スムーズな施設整備が

可能になってくるのかと。例えば、民間企業の方がそこに新しいものを造りたいとなった時

に、その関連のものとして対応出来るのかと言うところかと思いますけれども、この小来川地

区内の施設整備のあり方と言う全体的な考え方をベースとして、市がどういう風に受け止める

かという所にも関わってくる部分だと思いますので、今すぐ明快に出来ますと言えない部分も

ありますが、そこは真摯に受け止めさせていただきまして、丁寧な対応をして参りたいという

ところで今日のところはご勘弁いただければと思うのですが。」 

 

  ○部会員８○部会員８○部会員８○部会員８    

   「了解しました。」 

 

〇部会員９〇部会員９〇部会員９〇部会員９    

「提言については、私からいう事はないのですが、学校としては、地域の協力を得て先日も運動

会実施していただいて、大変ありがたく思っています。そういった地域の協力の上に成り立って

いる学校だと言うのは十分理解しておりますので、その上で、色々なことが進んで行けば良いか

なと思っております。」 

 

〇部会員１０〇部会員１０〇部会員１０〇部会員１０    

「２つありまして、１つは、ふれあいの郷というところで、私は今、ふれあいの郷に居させていた

だいているので、自分のことのように考えているところなのだが、私の協力隊の任期が 2 年しか

ないので、2 年以内にどうにかして欲しいなというところが、一つあります。今だと皆さんが、

せっかくふれあいの郷を使っているんだから、こうした方が良いとか、これをやった方が良いと

か、こういうことをやったらどうだいと言う提言をいただいて、有難く、その案を行政センター

とかに投げて見たりするんですけど、やはり条例の問題であるとか、施設の利用の問題とかでど

うしても切られてしまって、今私がやっていることがベストな状態でしかないので、それをもっ

と打破できるように、2 年以内にやっていただきたいです。あと一つ、最初の時に、10 年後、20

年後の小来川を良くするためにどうすれば良いかというところで、皆さんから良い案がたくさん

出ていて、本当に小来川の方は小来川のことを凄く愛しているというか、小来川って本当に良い

ところなんだなと思いましたし、やはり、小来川の良い所って皆さん、人が繋がっているという
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か、絆があるというところだと思うので、ソフト面、先程も他の部会員の方が仰っていたみたい

に、ソフト面という所は、ハードではどうにもならなくても、ソフト面で出来ることってあると

思っていて、自然をアピールして人を呼ぶですとか、ＳＮＳを活用して、小来川のＰＲできれば、

この辺は特に誰にも言われなくても、自分で出来るという事がありますので、そこから、自分達

で自発的にやれることなのかなという事があるので、その辺は私も力不足という所があるので、

これからやって行こうかなと言うのが一つです。」 

 

  ○部会○部会○部会○部会員１１員１１員１１員１１    

  「これから先っていうことで、色々な会合に出て、色んな方法があるとか、インターネットとかで

色んな情報を発信できると。例えば前回会議出た時に、空き家がどうとかと言う話がありました

よね、その時ネット上に空き家を探している人、移住したい人とかと言う情報が氾濫しているよ

うな部分もあるんではないのかなと言う気がして、結構、方法としては色々なことがあるのかな

と言う気がしているのですが、やはり、色々な面で、リーダーの人が色んなことを一生懸命やっ

てくれる組織を作っていかないと、全体的にまとめていけないのかなと。今回の趣旨の公共施設

を集約化するとか、どういう風に使っていったと言うような問題で言えば、パターン１とかパタ

ーン 2 とか、いずれかと言う結論は出せないかもしれないですけど、こういう風にして、やって

いくしかないのかと言う風には思っています。」 

 

  ○部会○部会○部会○部会長長長長    

  「ありがとうございます。ここでは、ソフト面という表現、そういうのが地域としては、公民館長

もいますが、地域の気持ちをまとめる人なりが居て、やっていかないと。小来川の自治会協議会

というものがあって、6自治会がまとまって、色々やっている訳ですけれども、そういうものを

まとめて行く力が必要なのかもしれないですよね。西尾先生から何かありましたら、お願いいた

します。」 

 

  ○○○○西尾アドバイザー西尾アドバイザー西尾アドバイザー西尾アドバイザー    

  「こういった会合が日光市では初めて行われたと言うお話がありましたけれども、例えば地区セン

ターをどうして行こうかと言う単体の施設のあり方なんかを検討する会議と言うのは良くある

とは思うのですが、地区と言う単位で、色んな施設を総合的に考えてどうして行こうということ

を住民の方と一緒にやっていくと言うのは非常に珍しいと思います。個々の施設をどうしていく

かと言うよりは、この会議の最初の頃からまちとして、この小来川地区をどうしていきたいかと

いうことから、議論を始めたという事で、ここに対象施設が書いてありますけれども、確か、ふ

れあいの郷と言うのは当初対象施設に入っていなかったと思うのですが、これからのまちのこと

を考えた時に、やはりこのふれあいの郷も一緒に考えた方が良いのではないかと、皆さんからの

意見で対象施設に加わっていって、検討に上がっていったと言う経緯があったかと思います。非

常に素晴らしい話し合いが毎回されていたなということを思い出しながら感じていました。学校

の捉え方もこの提言書のなかに書いてありましたけれども、子供達を地区全体で守り育てる場だ

と言う風に学校を捉え直して、そういう子どもたちを中心にしながら、皆さん交流の場をつくっ

ていくと言うことは非常に素晴らしい考え方だなと思います。今日の議論の中でもっと具体的な

事例を知りたいと言うご意見があったり、あるいはもう予算も決まっているのではと言うご意見

とか、それと言うのは予算とかが決まっているのであれば、それを教えてもらってその範囲のな

かで、自分達で考えるよと言う、自分達でやる、自分達で事例を勉強してどうしたいかと言うの

を考えて行くよと言う、自分達で何とかしたいと言う思いが非常にこの会議出ていたなと感じま

して、これは凄く素晴らしいことだと思います。通常ですと、こういう提言があると、後は市で

引き取って市で考えると言うステップになりがちなんですけれども、そうではなく、せっかく小

来川地区の皆さんがそうやって自分達で考えて何とかしていきたいと言う思いが凄く強いと思

いますので、後は全部市で考えるよと言うのではなくて、これから市が具体化して、実行計画を

作って行くこれからの段階の中でも出来るだけ住民の方の意見とか、住民の方がこういう風にし

たいと言う思いをその計画の中に反映させていくと言うやり方を工夫していただくと良いのか

なと思います。先程あった説明会を 1 回やって終わりと言うことではなくて、何等か市側と地区

の住民の方とキャッチボールをしながら、計画を具体化していくと言うやり方を工夫できると良

いかなと思います。あと、先程成功事例と言う話がありましたけれども、私が少しご紹介しかけ
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た志木市の事例と言うのは、学校を複合化する検討している段階から出来た後、その施設を管理

運営していくかと言う、管理運営の話を一緒にしていたんですね。そこには、地区の方も入って

いって、施設もどういう施設にして、どうやって管理運営していくかということを全て市に任せ

るということではなくて、地区の人達がこういう使い方をしたい、こういう使い方をするのであ

れば、私達がこう関わっていくよと言うことまでも含めて計画づくりをしていくかと言う事例

が、どちらかと言えば成功事例に多いのではないかと思いますので、せっかくこの素晴らしい、

皆さん自分達で何とかしていきたいと言う住民の方々の思いとか力を計画とか、施設をどうやっ

て使っていくのかという所に活かしていくような計画づくりに、これから繋げていけると良いの

ではないかと思いました。」 

 

○部会長○部会長○部会長○部会長    

「ありがとうございました。まとめ的なお話しになってきますけれども、やはり、施設を使ってい

くのは地域の住民だと思いますので、そういったこと、また新しい事例としていただければと思

います。」 

 

  ○○○○事務局事務局事務局事務局    

  「私も今年度になってから皆さまと関わらせていただきまして、公共施設の適正化と言う切り口 

で皆様とお話しさせていただきましたが、会を重ねるに連れて公共施設の適正化の枠を超え 

て、小来川と言う地区をどうまちづくりしていくのかと言う視点の議論であったかなと言う風 

に感じております。そのような意味で、今回提言書の案を出させていただきましたが、皆さま 

の意見を元に入れさせていただいたところですけれども、事務局から一つご提案と言う形にな 

ろうかと思いますが、一番最初の強み、弱みのところで、林業の衰退と言うような言葉も出て 

きまして、そこは弱みの部分として挙がってきていたように、この提言書の所にも記載がして 

あろうかと思います。実は先日、私どもの方で、公共と民間が協力して色々な事業をやってい 

きましょうと言うような取組が全国的にも進んでおりまして、そういった場の会議に出席した 

際に林業を活用、使って地元を盛り上げていきましょうと言う取組を積極的に進めているよう 

な民間企業の方と少しお話しをする機会なんかもございました。小来川地区と言うのは、財産 

区もあったり、林業と言う部分と言うのは主要なと言いますか、重要なところのキーワードの 

一つなのかなと思っております。実は事務局として、その会議で話をする機会があった時に、 

地元の熱意ですとか、そういった所が、林業をどうにかできると言うような視点で話を聞いて 

いたなかで、日光市内林業を主とする地区がいっぱいありますけれども、こちらでこういう会 

議をやっているせいか、この話を小来川の方達にしたら面白いのではないかと事務局内で話が 

出る位、林業と言う部分も可能性としてあろうかなと思ったなかで、例えば、最後の交流や地 

区活性化のための公共施設活用と言う（２）の所に、少し林業の活性化的な要素も文言として 

入れることも、地区外との交流とかそういう所に並べることになろうかと思いますけれども、 

その辺りも少し、弱みとして捉えるのではなく、前向きに活用していくような民間企業も出て 

きていることも踏まえて、そういったところも文言として入れてはどうかなと言うご提案を最 

後にさせていただきたいと思いますが、この点について少しご意見いただければと思います。」 

 

  ○部会長○部会長○部会長○部会長    

   「どうですか、今の提案について。 

    林業と言う昔の狭い林業ではなくて、森林とか環境を使ってとか、あるいは林業体験、森林体

験とかと言うものもありますよね。」 

 

  ○事務局○事務局○事務局○事務局    

   「少し具体的にお話ししますと、山から木を切ってきて製材しました、その製材したものを、あ 

る特定の機械を使って加工して例えば素人でも加工品が造れる、その加工品と言うのが、公園

に置くベンチだったりとか、ログハウス風のものであったり、子供たちがその木を組んで、そ

う言ったものを造れるとか、そういったものを手掛けていうような事業者です。取組としては

非常に面白い取組をやっていると言うニュアンスで少し話を聞いてきたところだったので。そ

れを実際やりましょうと言う具体的なお話しではなくて、そういった取り組みを進めているよ

うな企業も出てきているので、今後の林業の多様性と言うものも含みで提言書のなかに入れる
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ことも可能かなと思ったものですがから、文言としてだけでも入れておくことも良いかなと思

ったので、ご提案させていただいた次第でございます。」 

 

〇部会員〇部会員〇部会員〇部会員６６６６    

「私も一つ気にしているところがあったんですが、林業は是非活性化のところに入れていただけ

ればと思っているのですが、どこかの村で役場に火力発電所をつくりました。山が荒れ放題だ

ったのが、おじいさん、おばあさんが間伐材を持ってきてくれれば、200円とか 300円とかで

買い取ってくれる。その村は電気代が無料です。そういう風にしたら人が増え始まりました。

どこの町か村か忘れましたが、もの凄く成功した事例なのではないかと。山の間伐材がきれい

になれば、災害も減ります。数年前に大雪で倒れてしまった木がそのままになっていて、ここ

で大雨が降ったらいつ災害が起こるか非常に危険な状態になっているのが、現状です。そうい

った施設なんかも、市と民間でうまく出来たら。自分で始めようと思っていたが、資金がまだ

貯まっていないので出来ないが、そういった事例もあると思いますので、是非前向きに文言の

方入れていただけたら嬉しいと思います。」 

 

〇部会長〇部会長〇部会長〇部会長    

「少し専門的な話も出てきましたが。スポンサーがうまくつくといいですけど。オーストラリア

辺り行くとかなり発電だけではなくて、熱を利用して、地域の冷暖房をやって、それがあまり

大きくない地域でやっている。そういうのが出来ると良いなと思いますが、なかなか先立つも

のが難しいと、今、林業関係者は縮こまってしまっているような状態ですが。その他どうでし

ょうか。」 

 

〇部会員８〇部会員８〇部会員８〇部会員８    

「私は建築の方やっているので、仕事柄そういう話を聞くのですが、先日知人に話を聞いたなか

で、地場の木材を使って、そういった建物を造ると国の方からもかなりの助成金が出ると言う

そういったシステムが出来上がって、それが活用されれば、地元も盛り上がるのではないかと

言う話は聞いたのですが、そういう話が本当なのか。そういうのが現実になるのかなと言うの

が。」 

 

   ○事務局○事務局○事務局○事務局    

   「今の答えになるかどうかわからないのですが、森林環境譲与税の絡みで新たな取組みが始まる

なかの一つなんでしょうかね。」 

 

〇部会員８〇部会員８〇部会員８〇部会員８    

「森林環境譲与税と言っていましたね。」 

 

〇事務局〇事務局〇事務局〇事務局    

「だとすると、森林環境譲与税という新しい財源が国と県の方から市の方にお金が来て、色んな

取組がこれから新しく始まるのだと思うので、その中の一つにもしかするとあるのかもしれな

いので すが。先日庁内の会議でもそのような話が上がっていて、全容はちょっと把握してい

ないのですが。」 

   

   ○部会員○部会員○部会員○部会員８８８８    

   「そうすると、地元の材料を使えば、一つの建築面積あたりに対して 1千万円以上の補助金が国

から助成金として出るような話を聞いたのだが。そうすると、林業をやっている地域なんか

は、強みも出てくるのではないかと思って聞いたので。それが本当かどうかと言うのが疑問だ

ったので。」 

 

   ○部会長 

   「それは、課税されるのは 4 年後位なんですが、譲与税と言う形で先取りして、実は今年から使

えることで、多分 2週間前位の新聞に載ったと思うのですが。日光市でいくらと言う風に出てい

て、栃木県内で一番なんですけど、ただ、そのお金をどういう風に使うかと言うのは市に任され



NO.10/10 

議事内容 

ているので、市でこれから検討するとことのようです。税そのものは非常に幅広く、森林の整備

から木を使う所まで含まれているのですが、市がどういう風に実行するかというところが、まだ

日光市では決まっていない。基本的には管理が行き届かない森林を整備して、更に消費が落ち込

んでいる木材をどんどん使ってもらうと言うのが基本的な考えなんですよね。どういう形で使う

所に今言ったような形で使うのかは市の方で決まっていないと言う状況のようです。 

交付税と同じで市にいくらと言う形で来るんですよね。それは補助金みたく一年とかではなく

て、基金として残しておけるんですよね。鹿沼はもう協議会のようなものを作って、山の整備を

始めるとか新聞に載っていたようですけれども。」  

 

〇〇〇〇部会員部会員部会員部会員２２２２    

「提言書の中に林業関係のことを入れて行くと言うのは良い事だと思います。元々小来川地域と

言うのは林業で栄えてきた村ですからね。それが外国産材におされて、生活が成り立たなくなっ

たと言う背景があるので、今後、森林環境譲与税云々のある程度の補助をもらいながら、それが

事業に結びつくのであれば、これは提言の中に是非入れておくべきだと思います。」 

 

  ○部会○部会○部会○部会長長長長    

  「では、そういうことで、林業の活性化なり、そういった文言を盛り込むという事で。皆さん、昔

から非常に林業が多かった時代から落差があるので、多分出なかったのではないかと、自分もそ

ういった話は会議のなかで言わなかったので、そういったことが皆さんから出たのは嬉しいなと

思います。 

   大体ご意見は出たでしょうかね。それでは、皆さんの意見の整理、取りまとめという所は以上と

いう事で、色々出た意見を今後反映して、市の方で検討していただければと思います。では、こ

の後は進行の方は事務局にお願いしたいと思います。」 

 

〇事務局〇事務局〇事務局〇事務局    

「ありがとうございました。この後、本日いただいた意見等を踏まえて提言書の方修正等加えまし

て、部会長から市長に提言書の提出と言う場面の前に、修正内容等は部会員の皆様にお知らせを

させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

では、以上を持ちまして第五回小来川地区内公共施設適正化検討専門部会を終了させていただき

ます。」 

以上 

 

 

 

 


